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② キャスターの取付 

 
③ サイクロン本体の取付 
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⑥ 掃除機との接続 
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キャスターを２５透明タンクのアルミ台に、専用スパナで取り付けてください。 

 
サイクロン本体を、２５透明タンクにパッチン錠で留めます。 

 
ミニポーターサイクロン本体側面の吸込口にサクションホースを取り付け 

ホースバンドで留めます。 
（この時サクションホースを右に回すと取り付けやすい。） 

 
サクションホース先端に吸込ノズルを取り付けホースバンドで留めます。 
（この時吸込ノズルを右に回すと取り付けやすい。） 

 
サイレントクリーナー(弊社掃除機)又は電気掃除機のサクションホースを 

ミニポーターサイクロンの上部口元に接続します。 

 
● 確実に掃除機と接続してください。 

接続が確実でない場合、吸引ができず能力が出ませんのでご注意ください。 

 
掃除機を作動させると、ミニポーターサイクロンの吸い込みが始まりますが 

サイクロン内の気流が安定するまで（２～３秒間）待ってから 

粉体等の吸い込みを開始してください。 

尚、吸い込み時には粉だけ吸い込みせず、なるべく空気と一緒に吸い込んでください。

 
● ２５透明タンクが粉等で一杯になると、粉が掃除機の方に流れ 

目詰まりしますのでご注意ください。 

● 静電気が発生する場合は、アース線をお取りください。 
（静電気防止用のホースもオプションとして用意しております。） 
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ミニポーターサイクロンのお手入れ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※  サイクロンボディ内にはフィルターがないため、メンテナンスはほとんど必要ありません。 

長期間ご使用がない場合でも故障はありませんが、内部に付着した粉塵などが残っていると

性能が落ちてしまうことがありますのでご注意ください。 
（特に湿気を帯びた粉塵を吸い込んだ後はよく掃除をしてください。） 

 

 

サイクロンキャップの取り外し方 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①  サクションホースを外す。 

②  蝶ナットをゆるめ、蓋押さえを取り外す。 

③  シリコンパッキンを上図の様に下に折り返し、サイクロンキャップを取り外す。 
（シリコンパッキンは本体に曲げた状態で残っています。） 

※  サイクロンキャップの取り付け方は、取り外し方の逆の手順を行ってください。 
（サイクロンボディとサイクロンキャップの間に粉塵が付着していないかを確認してから取り付けてください。） 


